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組織風土研究会委員および事務局の紹介

◆ SOMPOインスティチュート・プラスは、2024年4月、組織運営にあたって「組織風土」に着目することの重要性に着目し、

本研究会を立ち上げました。

◆ 本研究会の立ち上げにあたり、神戸大学経済経営研究所准教授 江夏 幾多郎氏を委員にお迎えました。

江夏 幾多郎氏

所属 ： 神戸大学経済経営研究所 准教授

略歴 ： 1979年、京都市生まれ。2003年3月に一橋大学商学部を卒業後、

2009年3月に一橋大学で博士（商学）を取得。

名古屋大学大学院経済学研究科の講師などを経て、2019年9月より現職。

2021年7月から2025年7月まで日本労務学会会長。

専攻 ： 人的資源管理論，雇用システム論

主著 ： 『人事評価における「曖昧」と「納得」』（NHK出版、2014年。単著）

『人事管理のリサーチ・プラクティス・ギャップ－日本における関心の分化と架橋 』

（有斐閣、2024年。共著）

『コロナショックと就労 －流行初期の心理と行動についての実証分析』 （ミネルヴァ書房、2021年。共著）

『人材マネジメントの革新－理論を読み解くための事例集 』（千倉書房、2025年。共編著）

『新・マテリアル人事労務管理』（有斐閣、2023年。共編著）
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◆ 本研究会の事務局は、SOMPOインスティチュート・プラスの以下の研究員によって構成されています。

◆ 主にワーク・エコノミックグロース領域に所属する4名が、先行研究の調査、アンケート設計、ならびに回答データの分析

を実施しました。さらに、データサイエンス領域に所属する2名が、自由記述設問に対してテキスト分析の手法を用いて、

回答内容をより深く掘り下げました。
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